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小学校 4～6 年生の児童におけるコロナ禍での 
食習慣・生活習慣の実態 

  
The Status of Dietary and Lifestyle Habits of 4th-6th Grade Elementary School Students  

during the COVID-19 Pandemic 
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要  約 本研究では，小学校 4～6 年生の児童 141 名を対象とし，コロナ禍における食習慣・生活習慣の
実態，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大に伴う家庭での生活の変化を把握し，さらにコ
ロナ禍での家族との共食と食習慣，食に関する意識や主観的健康感との関連を検討した。COVID-19 の感染
拡大の影響により，家庭での共食が増えた児童では，食事中の自発的コミュニケーションが多い者の割合が
高い傾向にあり，料理の品数が増えた者の割合が多く，野菜の摂取量も増えた者の割合が多い傾向にあるこ
とが示された。さらに，食に関する意識への達成度が高い者が多く，主観的健康感も良好な者が多いことが
示された。本研究結果は，コロナ禍における家族との共食の重要性を示す資料の 1つとなるだろう。 

 キーワード：小学生，新型コロナウイルス感染症，食習慣，生活習慣，共食 
  
Abstract The current study investigated the status of the dietary and lifestyle habits of 141 fourth-to sixth-grade 
elementary school students during the COVID-19 pandemic, it investigated changes in their home life in association 
with the spread of COVID-19, and it also examined the relationships between dietary habits, food-related attitudes, 
and subjective health and eating meals with family members during the pandemic. Among students who had more 
opportunities for shared family meals at home after the spread of COVID-19, the percentage of those who 
communicated spontaneously during meals and those who are more dishes and more vegetables tended to be higher. 
In addition, those students acquired good food-related attitudes and had good subjective health. These findings are 
data demonstrating the importance of shared family meals during the COVID-19 pandemic. 

 Key words：Elementary school student, COVID-19,  
       Dietary habits, Lifestyle habits,  
       Shared family meals 
  
  

Ⅰ．緒言 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，日
本国内において 2020 年 1 月に初めて感染者が確認
された後，感染者数は増加に転じ，4 月に第 1 回目
の緊急事態宣言が発令され，我々にはこれまでに経
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験したことのない生活の変化が訪れた。また，同年
2 月末には，子どもたちの健康・安全を第一に考え，
多くの子どもたちや教職員が日常的に長時間集まる
ことによる感染リスクに予め備える観点から，小学
校，中学校，高等学校及び特別支援学校における全
国一斉の臨時休業を要請する方針が示された 1) 。こ
れにより，5 月までの期間，一斉臨時休業の措置が
とられた。この期間に在宅勤務の推進や外出の自粛
が呼びかけられ，自宅で過ごす時間が増えることと
なり，緊急事態宣言の解除後も，感染拡大を防ぐた
めに，人々は新しい生活様式の実践が求められるよ
うになった 2) 。農林水産省が 2020 年 12 月に 20 歳
以上の成人を対象に実施した「食育に関する意識調
査」3) において，COVID-19 感染拡大前と比べて
「自宅で料理を作る回数」が増えた者が 26.5%，
「家族と食事を食べる回数」が増えた者は 20.0%で
あったことが報告され，家族と一緒に過ごす時間が
増えることで，自宅で料理をする機会が増えた可能
性が考えられた。また，外食に行く機会が減少し，
持ち帰りや出前，デリバリーを通して自宅で中食を
楽しむ人が増えたことも想像される。 
わが国では，2005 年に制定された食育基本法に

基づいて，現在，第 4次食育推進基本計画（2021～
2025 年度）が遂行されており，国民の健全な食生
活の実現と，環境や食文化を意識した持続可能な社
会の実現のために，SDGs の考え方を踏まえながら
食育を推進することとされている 4) 。そのうち，重
点事項 3には，「『新たな日常』やデジタル化に対応
した食育の推進」として，自宅で料理や食事をする
ことが増えている現状から，食生活を見直す機会に
つなげ，食に関する意識を高めるように，新たな日
常においても着実に食育を推進することが示されて
いる。第 4次食育推進基本計画における食育の推進
にあたっての目標の 1つとして，朝食又は夕食を家
族と一緒に食べる「共食」の回数を，2020 年度の
週 9.6 回から 2025年度までに週 11回以上にするこ
とが掲げられ 4) ，共食の重要性を謳っている。 
共食頻度が高く，食事中に自分から話す自発的コ

ミュニケーションが多い者は，主観的健康感など
QOLが良好であるとの報告がある 5)。コロナ禍では，
自宅にいる時間，家族と過ごす時間が増えることに
より，家族との共食の頻度も多くなったことが考え
られる。 
そこで本研究では，小学校 4～6 年生の児童を対

象とし，コロナ禍における食習慣・生活習慣の実態，
COVID-19 感染拡大に伴う家庭での生活の変化を把
握し，さらにコロナ禍での家族との共食と食習慣，
食に関する意識や主観的健康感との関連を検討する
ことを目的とした。 

Ⅱ．方法 

1．対象 
2020年 11月時点で，東京都区内の I区立 O小学

校に在籍する 4～6年生 143名（男子 69名，女子 74
名）を対象とした。このうち，質問紙の提出がな
かった児童を除き，アンケートの回答が得られた
141 名（男子 68 名，女子 73 名）を解析対象とした。
質問紙の回収率は，98.6%であった。 
 
2．質問紙調査 
 質問紙調査には自記式質問票を用い， 2020年 11
月上旬に行った。質問紙は回収した後に調査員（管
理栄養士ならびに栄養教諭有資格者を含む）が記入
漏れについて確認し，記入漏れがあった場合は個別
に聞き取りを行って記入した。 
 
 2-1．COVID-19の感染拡大による生活の変化 
 COVID-19 感染拡大をきっかけとした家庭での生
活の変化を尋ねた。「外食（レストランなどの飲食
店で食事をすること）」，「中食（スーパーやコンビ
ニエンスストア，外食店のデリバリーなどでお弁当
や惣菜を買い，家庭で食べること）」，「料理の品数」，
「野菜を食べる量」，「家族そろって食事をするこ
と」，「運動をすること」，「太陽の光を浴びる時間」，
「テレビゲームや携帯ゲームなどで遊ぶこと」につ
いて，それぞれ「増えた」，「変わらない」，「減った」
のいずれかあてはまるものに回答を求めた。 
 
 2-2．食習慣および食に関する意識，主観的健

康感 
 食習慣として，朝食の摂取状況については，「あ
なたはふだん，朝食を食べますか」と尋ね，「毎日
食べる」，「食べない日がある」，「食べない」から回
答を得た。解析では，「毎日食べる」，「欠食するこ
とがある」の 2項目にまとめた。家庭での共食頻度
については，朝食あるいは夕食を「大人の家族と一
緒に食べることはどのくらいありますか」と尋ね 6) ，
「ほぼ毎日」，「週に 4，5日」，「週に 2，3日」，「週
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に 1日程度」，「ほとんどない」から回答を求め，解
析では「週に 4，5日以上」と「週に 2，3日以下」
の 2項目とした。食事中の自発的コミュニケーショ
ンについては，食事中に「あなたから話をすること
はどのくらいありますか」と尋ね，「よくある」，
「ときどきある」，「あまりない」，「全然ない」から
回答を求め 5) ，解析では「よくある」を自発的コ
ミュニケーションが「多い」，それ以外は自発的コ
ミュニケーションが「少ない」とし，2 項目にまと
めた。 
 食に関する意識については，「食事はゆっくりと
よくかんで食べるように気をつけている」，「ジュー
スなどのあまい飲み物を飲みすぎないように気をつ
けている」，「おかしやスナックがしを食べすぎない
ように気をつけている」，「塩からいものを食べすぎ
ないように気をつけている」，「あぶらっこいものを
食べすぎないように気をつけている」，「体によいと
思ったものをすすんで食べるようにしている」，「食
べ物の好ききらいをしないようにしている」，「食事
の時『いただきます』，『ごちそうさま』のあいさつ
をしている」，「食べ物の命をもらって生きているこ
とに感謝して食べている」，「食事を作ってくれた人
に感謝して食べている」，「学校で習った栄養の知識
を生活に役立てている」，「健康のためにどんな食事
を食べればよいかを知っている」の 12 項目を提示
し 7) ，それぞれ「はい」か「いいえ」で回答を求
めた。これらの設問項目より，食に関する意識への
達成度として，「はい」と回答した項目が 10項目以
上の者と，10項目未満の者とで解析した。 
 主観的健康感については，先行研究 8) をもとに
「あなたは自分のことを健康だと思いますか」と尋
ね，「健康である」，「まあ健康だと思う」，「あまり
健康ではない」，「健康ではない」の 4段階で回答を
求めた。「健康である」とそれ以外の回答に分け，
2項目にて解析した。 
 
3．解析方法 
 COVID-19 感染拡大による家庭での生活の変化に
ついて，「家族そろって食事をすること」が「増え
た」者を「共食頻度増加群」，「変わらない」，「減っ
た」者を「共食頻度無変化・減少群」とし，2 群間
での比較を行った。 
 質的データに関して，χ2 検定によって検討し，3
項目以上の比較において有意な差が認められた場合

は残差分析を行った。なお，クロス集計表で期待度
数が 5未満のセルが全てのセルに対して 20%以上あ
る場合には，Fisher の正確確率検定によって検討を
行った。 
統計解析には，統計ソフト IBM SPSS Statistics 22

（日本アイ・ビー・エム株式会社）を使用し，有意
水準は両側検定で 5%とした。 
 
4．倫理的配慮 
 質問紙は，事前に対象校の学校長，副校長，担任
教諭ならびに栄養士に提示し，研究の趣旨・方法に
ついて説明し承諾を受けた。また，学校長を通じて
保護者の同意を得たうえで調査を行った。質問紙調
査は記名式で行ったが，個人が特定できないように
ID 番号でデータを管理した。なお，本研究は日本
女子大学の倫理審査委員会において，審査を受け承
認を得たものである（倫理審査委員会承認番号：第
370号）。 

Ⅲ．結果 

 Table 1 に COVID-19 感染拡大による家庭での生
活の変化に関する設問の回答結果を示した。外食に
ついては，「減った」と回答した者が全体の 63.1%
となった。中食については，「増えた」と回答した
者が全体の 24.1%であった。家族そろって食事をす
ることについては，「増えた」と回答した者が全体
の 31.2%となった。また，運動をすることについて，
「増えた」と回答した者が 39.0%，「変わらない」
と回答した者が 39.7%となり，「減った」者よりも
割合が多かった。太陽の光を浴びる時間が「減った」
と回答した者は 23.4%であった。テレビゲーム・携
帯ゲームで遊ぶことについては，「増えた」と回答
した者が全体の 45.4%となった。 
 
1．COVID-19 感染拡大による家庭での生活の変化  
 COVID-19 感染拡大に伴う共食頻度の変化別にお
ける，家庭での生活の変化に関する設問に対する回
答結果を示した（Table 2）。中食が増えた者の割合
について，共食頻度増加群は無変化・減少群と比べ
て有意に高値を示した（残差分析：p＜0.01）。料理
の品数が増えた者の割合は，共食頻度増加群で無変
化・減少群と比べて有意に高値を示した（残差分
析：p＜0.01）。また，太陽の光を浴びる時間が増え
た者の割合は，共食頻度増加群で無変化・減少群と 
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Table 1  Changes in home life due to the spread of 

COVID-19 

 

比べて有意に高値を示した（残差分析：p＜0.01）。 

Table 2 Changes in home life by changes in the 

frequency of shared family meals associated with the 

spread of COVID-19 

 
 
2．食習慣 
 家庭での食習慣として，朝食を毎日食べる者は
129 名（91.5%），欠食することがある者は 12 名
（8.5%），朝食の共食頻度が週に 4，5回以上の者は
76 名（53.9%），週に 2，3 回以下の者は 65 名
（46.1%），夕食の共食頻度が週に 4，5 回以上の者
は 129 名（91.5%），週に 2，3 回以下の者は 12 名
（8.5%），食事中の自発的コミュニケーションが多
い者は 71 名（50.4%），少ない者は 70 名（49.6%）
であった。Table 3 には COVID-19 感染拡大に伴う
共食頻度の変化別での家庭での食習慣の結果を示し

人（％）

外食

　　増えた 6 (4.3)

　　変わらない 46 (32.6)

　　減った 89 (63.1)

中食

　　増えた 34 (24.1)

　　変わらない 82 (58.2)

　　減った 25 (17.7)

料理の品数

　　増えた 21 (14.9)

　　変わらない 118 (83.7)

　　減った 2 (1.4)

野菜を食べる量

　　増えた 28 (19.9)

　　変わらない 108 (76.6)

　　減った 5 (3.5)

家族そろって食事をすること

　　増えた 44 (31.2)

　　変わらない 93 (66.0)

　　減った 4 (2.8)

運動をすること

　　増えた 55 (39.0)

　　変わらない 56 (39.7)

　　減った 30 (21.3)

太陽の光を浴びる時間

　　増えた 42 (29.8)

　　変わらない 66 (46.8)

　　減った 33 (23.4)

テレビゲーム・携帯ゲームで遊ぶこと

　　増えた 64 (45.4)

　　変わらない 64 (45.4)

　　減った 13 (9.2)

全体
(n=141) 人（％）    

外食

　　増えた 3 (6.8) 3 (3.1)

　　変わらない 9 (20.5) 37 (38.1)

　　減った 32 (72.7) 57 (58.8)

中食

　　増えた 17 (38.6) ＊＊ 17 (17.5) ＊＊

　　変わらない 20 (45.5) ＊ 62 (63.9) ＊

　　減った 7 (15.9) 18 (18.6)

料理の品数

　　増えた 14 (31.8) ＊＊ 7 (7.2) ＊＊

　　変わらない 30 (68.2) ＊＊ 88 (90.7) ＊＊

　　減った 0 (0.0) 2 (2.1)

野菜を食べる量

　　増えた 14 (31.8) 14 (14.4)

　　変わらない 29 (65.9) 79 (81.4)

　　減った 1 (2.3) 4 (4.1)

運動をすること

　　増えた 22 (50.0) 33 (34.0)

　　変わらない 10 (22.7) ＊＊ 46 (47.4) ＊＊

　　減った 12 (27.3) 18 (18.6)

太陽の光を浴びる時間

　　増えた 21 (47.7) ＊＊ 21 (21.6) ＊＊

　　変わらない 14 (31.8) ＊ 52 (53.6) ＊

　　減った 9 (20.5) 24 (24.7)

テレビゲーム・携帯ゲームで遊ぶこと

　　増えた 19 (43.2) 45 (46.4)

　　変わらない 20 (45.5) 44 (45.4)

　　減った 5 (11.4) 8 (8.2)

† χ2検定。残差分析の結果は＊で示した（＊: p<0.05, ＊＊: p<0.01）。

共食頻度
無変化・減少群

(n=97)
p 値†

0.090

0.024

共食頻度
増加群
(n=44)

0.021

0.006

0.824

0.001

0.054
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た。朝食ならびに夕食の共食頻度が，週に 4，5 日
以上の者の割合が，共食頻度増加群で無変化・減少
群と比べて有意に高値を示した（いずれも p＜0.05）。
また，食事中の自発的コミュニケーションが多い者
の割合が，共食頻度増加群で無変化・減少群と比べ，
高値傾向を示した（p=0.054） 

Table 3  Dietary habits at home by changes in the 

frequency of shared family meals associated with the 

spread of COVID-19 

 
 
3．食に関する意識 
 Fig. 1に COVID-19感染拡大に伴う共食頻度の変
化別の，食に関する意識への達成度を示した。食に
関する意識についての 12 項目の設問のうち，10 項
目以上達成している者の割合が，共食頻度増加群で
無変化・減少群と比べて有意に高値を示した（p＜ 

 
Fig. 1 Acquisition of good food-related attitudes by 

changes in the frequency of shared family meals 

associated with the spread of COVID-19 

0.01）。 
 
4．主観的健康感 
 主観的健康感における設問では，共食頻度増加群
は無変化・減少群と比較し，「健康だと思う」と回
答した者の割合が有意に高値を示した（p＜0.01）
（Fig. 2）。 

 
Fig. 2 Subjective health by changes in the frequency of 

shared family meals associated with the spread of 

COVID-19 

Ⅳ．考察 

COVID-19 感染拡大による家庭での生活の変化に
ついて，小学校 4～6 年生 141 人を対象とした本研
究結果では，外食が減った者は全体の 63.1%，中食
が増えた者は全体の 24.1%であった。外出して食事
をしなくなった分を全て中食に切り替えているわけ
ではないことが考えられ，外食をしなくなった代わ
りに，自宅で料理をする機会も増えていることが推
察された。料理の品数や野菜を食べる量については，
「変わらない」と回答した者が半数以上を占めたが，
一方で，増えた者もそれぞれ 14.9%，19.9%存在し
た。家族そろって食事をすること，すなわち家族と
の共食が増えた者については，全体の 31.2%となっ
た。また，運動することが増えた者は 39.0%，減っ
た者は 21.3%であった。太陽を浴びる時間が増えた
者は 29.8%，減った者は 23.4%であった。近視予防
フォーラムが 2020 年 6 月に実施した調査 9) では，
COVID-19 感染拡大により子どもの屋外で遊ぶ時間
が減少したと回答した小中学生の保護者は全体の約
7 割，新しい生活様式で子どもが太陽の光を浴びる
時間が減るだろうと回答した保護者が約 4割であっ
た。この結果と比較すると，本研究の対象の児童で
は，運動する機会，外へ出て太陽の光を浴びる機会

人（％）

朝食の摂取頻度

　　毎日食べる 42 (95.5) 87 (89.7)

　　欠食することがある 2 (4.5) 10 (10.3)

朝食の共食頻度

　　週に4，5日以上 30 (68.2) 46 (47.4)

　　週に2，3日以下 14 (31.8) 51 (52.6)

夕食の共食頻度

　　週に4，5日以上 44 (100.0) 85 (87.6)

　　週に2，3日以下 0 (0.0) 12 (12.4)

食事中の自発的コミュニケーション

　　多い 27 (61.4) 44 (45.4)

　　少ない 17 (38.6) 53 (54.6)

† χ2検定。期待値が5未満の場合はFisherの正確確率検定。

0.054

共食頻度
増加群
(n=44)

共食頻度
無変化・減少群

(n=97)
p 値†

0.018

0.256

0.022
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が減った者はそれほど多くなく，地域性や家庭環境
による影響を受けている可能性も考えられた。また，
テレビゲーム・携帯ゲームで遊ぶことが増えた者は
全体の 45.4%であった。2020年 9～10月に実施され
た国立成育医療研究センターによる第 3回「コロナ
×こどもアンケート」調査 10) では，子どもの 1 日
あたりのテレビやスマホ，ゲームなどを見ている時
間が増えたと回答した小学校 4～6 年生の保護者は
全体の約 50%であり，本研究と同様の結果であった。
2020 年 11～12 月に実施の第 4 回「コロナ×こども
アンケート」調査 11) では，2020 年 1 月と比べた子
どもの食事についての変化として，「間食の機会や
量が増えた」と回答した小学校 4～6 年生の保護者
が約 3割程度，「食事をとる時刻が不規則になった」，
「運動量が減ったために食事量が減った」と回答し
た保護者がそれぞれ約 1割程度存在しており，今回，
本研究で調査した料理の品数や野菜を食べる量の変
化だけでなく，間食のとり方や運動量が減ることに
よる食事量への影響など，COVID-19 の感染拡大に
よる影響が多岐に渡ることが示唆された。 
近年，ライフスタイルの多様化によって，家族と

過ごす時間が減少していたり，家族が個別に行動す
る機会が増えたりすることにより，子どもの孤食や
個食が増加していたことから，2011～2015 年度に
おける第 2 次食育推進基本計画 12) では，「家庭にお
ける共食を通じた子どもへの食育の推進」が重点課
題に盛り込まれた。家族が食卓を囲んで共に食事を
とりながらコミュニケーションを図る共食は，食育
の原点であることが周知され，それ以降，第 2～4
次の食育推進基本計画における食育の推進にあたっ
ての目標に，「朝食又は夕食を家族と一緒に食べる
共食の回数の増加」が掲げられている。本研究では，
COVID-19 の感染拡大の影響で，家族との共食が増
加した児童の食習慣や食に関する意識に着目して，
主観的健康感との関連についても検討を行った。 

COVID-19 感染拡大の影響により家族との共食が
増加した児童の食習慣について，コロナ禍で料理の
品数が増えた者の割合が高く，野菜の摂取量も増え
た者の割合が高い傾向にあった。先行研究では，学
童期において共食頻度が高い子どもは野菜・果物の
摂取量が多いという報告がある 13) 。本研究では， 

家族との共食増加群は共食無変化・減少群に比べて，
朝食ならびに夕食の共食頻度が実際に多いことも示
されており，家族との共食が多いことで豊かな食生

活につながっている可能性が考えられた。また，食
事中の自発的コミュニケーションに関して，家族の
共食が増えた児童では「多い」と回答した者が多い
傾向にあり，さらには，主観的健康感も良好な者が
多いことが示された。小学校 1年生および 6年生を
対象とした調査では，子どもの健康状態の不調と，
食事中楽しい会話をしないことや食事時間を楽しま
ないことなどとの関連が認められ 14) ，食卓を家族
で共有する機会を持つことで食卓の雰囲気がよくな
る可能性 15) も報告された。また，共食頻度が週 4
日以上で自発的コミュニケーションが多い児童は，
共食頻度が週 4日以上でも自発的コミュニケーショ
ンが少ない児童，共食頻度が週 3日以下で自発的コ
ミュニケーションが少ない児童に比べて，食事の楽
しさなどの QOL が良好であることが報告されてお
り 5) ，本研究からも，家族との共食が増えたこと
で，それが良好な主観的健康感につながっている可
能性が示唆された。一方で，我々は，共食頻度にか
かわらず，食事中のコミュニケーションの多さが児
童の生活全体を捉えた QOL の良好さに関係するこ
とを報告している 16)。また，他の研究において，暮
らし向きにゆとりがなくとも家族と食事をするとき
に会話がはずんでいることが主観的健康感の良好さ
に関連することも報告されている 17) 。これらより，
多様なライフスタイルの変化から家族での共食頻度
が少なくとも，食事での会話や食事の楽しさが
QOLに影響することも考えられた。 
食に関する意識については，「おかしやスナック

がしを食べすぎないように気をつけている」，「体に
よいと思ったものをすすんで食べるようにしている」
など，12 項目ある食に関する意識の設問のうち 10
項目以上に「はい」と回答した，食に関する意識へ
の達成度が高い者の割合が，家族との共食が増加し
た児童では多かった。小学校高学年を対象にした
我々の研究で，食意識が高い児童は，自発的コミュ
ニケーションが多い者の割合が多く，主観的健康感
や QOL 総得点も高いことを示し，学童期の食意識
の高さは家族関係の影響を受けることを報告した
18) 。本研究の対象となった小学生は，2020 年 2～5
月に実施された一斉休校の影響を受けているが，
小・中・高校生の休校中の食生活の実態を調査した
先行研究において，食生活への意識が高い者は低い
者に比べて朝食の回数，主食・主菜・副菜のそろっ
た食事の回数，主菜または副菜の摂取量が減ったと
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回答した者が多かったこと，さらに，食生活への意
識が低い者は健康状態が良好でない者が多いことが
示された 19) 。これらにより，本研究で家族との共
食が増加した児童で，食に関する意識が高い児童が
多いことは，食事の質の高まりや自発的コミュニ
ケーションの多さ，良好な主観的健康感と関連があ
ることが考えられた。 
近視予防フォーラムによる調査 9) にて，新しい生

活様式を実践することで，子どもと過ごす時間が増
えたと回答した小学生の保護者が約 7割にも及んだ。
また，内閣府が 2020年 12月に公表した第 2回新型
コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・
行動の変化に関する調査 20) では，COVID-19 感染
拡大前と比べて家族と過ごす時間が増えたと回答し
た者が全体の約 5割であり，そのうち，現在の家族
と過ごす時間を保ちたいと回答した者が約 9割とい
う結果であった。COVID-19 の感染拡大は生活の変
化や大きな心身への不安をもたらしたが，これらの
調査と本研究結果から，家族と過ごす時間が増えた
ことが共食につながり，食生活の質を高め，会話を
はずませることで心身への健康に良い影響を与えて
いることが推察された。 
本研究では研究対象が 1校のみであり，対象者数

が少なかったこと，横断研究のため，得られた結果
の因果関係を示すことができなかったことなどが限
界として挙げられる。今後は調査対象を広げ，縦断
研究も視野に入れて，COVID-19 の感染拡大による
食習慣・運動習慣への影響をより詳細に検討する必
要がある。 
 以上のような限界は有するものの，本研究では，
COVID-19 の感染拡大により家庭での共食が増えた
児童において，食事中の自発的コミュニケーション
が多い者の割合が高い傾向にあり，料理の品数が増
えた者が多く，野菜の摂取量も増えた者が多い傾向
にあることが示された。さらに，家庭での共食と食
に関する意識の高さや主観的健康感との関連も明ら
かになった。本研究結果は，コロナ禍における家族
との共食の重要性を示す根拠の 1つとなり，今後の
食育推進に有用なデータとなることが期待される。 
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